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流通経路の整備や漁場の有効利用等については、漁業調整上の問題もあ
ることから県行政との連携を図りながら検討して参りたい。

本研究成果をもとに各漁協に対して適切
な指導普及業務を行って頂きたい。ま
た、漁協間や観光、教育分野との連携を
を含めた包括的な漁業振興策について
も是非検討して頂きたい。

富士五湖の漁業・流通・遊漁の実態を初
めて明らかにしており、達成度は非常に
高い。

各漁協の経営・収入の違いや流通経路
の確保、ブランド化が重要であることが明
らかになっており、成果の有用性は高
い。

得られた有用な成果をどのように指導普
及に活用していくのか、方針を明確にし
て頂きたい。また、継続的に調査を行っ
て頂きたい。

山梨県の漁業振興に不可欠な情報であ
り、研究課題は妥当である。
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